
このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございました。
本製品の性能を十分に発揮させるためおよび安全確保のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
製品使用時には、常にお手元に置いていただき、お読みになったあとも大切に保管してください。

取扱説明書

倒立型金属顕微鏡BMJ-3400TL
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図１
 

　１．接眼レンズ　
　２．視度補正環
　３．双眼部
　４．撮影用アダプタ固定ネジ
　５．撮影用直筒
　６．三眼鏡筒
　７．円形ステージ
　８．クレンメル
　９．メカニカルステージ
１０．対物レンズ 

２１．ステージ左右動ハンドル
２２．ステージ前後動ハンドル
２３．光量調整ダイヤル
２４．微動焦点ハンドル
２５．粗動焦点ハンドル
２６．ステージ位置ストッパ
２７．鏡筒固定ネジ
２８．光路切換つまみ
２９．電源コード差込口
３０．電源コード    　　　

２．各部の名称

１１．視野絞り調整つまみ
１２．コンデンサ絞り調整つまみ
１３．コンデンサ調整つまみ
１４．フィルタ又はポラライザ
１５．ランプハウスふたねじ
１６．ランプハウス
１７．視野絞り芯出しネジ
１８．ランプハウス用プラグ 
１９．レボルバ
２０．電源スイッチ

３１.アナライザ
３２.フィルタ挿入口
３３．ランプハウス固定ネジ 
３４.トルク調整リング  　  　    
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図２
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図４
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　１．三眼鏡筒
　２．対物レンズ
　３．ランプハウス固定ネジ
　４．ランプハウス　
　５．ランプハウス用プラグ
　６．ランプハウス用ソケット
　７．鏡筒固定ネジ
　８．接眼レンズ
　９．電源コード差込口
１０．電源コード
１１．フィルタまたはポラライザ 10
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３．顕微鏡の組み立てとセットアップ（図４）

１．鏡柱に三眼鏡筒１をのせ、鏡筒固定ネジ７を締めて固定します。
２．左右の鏡筒に接眼レンズ８をセットします。
３．粗動焦点ハンドルを回してステージを一番上まで上げてから、レボルバに対物レンズ２を低倍率のものから
高倍率のものへ順番にねじ込んで装着します。対物レンズの着脱時には、対物レンズがステージに衝突しな
いようにステージを上方に上げておきます。

４．ランプハウス４の筒の部分を、顕微鏡本体の穴に挿入し、ランプハウス固定ネジ３を締めて固定します。ラン
プハウス用プラグ５をランプハウス用ソケット６に接続します。電源コード１０は電源コード差込口９に接
続します。電源プラグをコンセントに差し込み、電源スイッチを入れて照明ライトを点灯させます（『 I 』側を押
すと電源が入ります）。照明ライトの明るさは光量調整ダイヤルで調整します。照明ライトを点灯させて適度
な明るさに調整してください。

　　 　※ハロゲン照明モデルの場合は、電源スイッチON/OFF時は照明光の明るさが最小となるように光量調整
　　　　　ダイヤルを調整して下さい。
５．標本をステージ中央に置きます。小さな標本の場合はクレンメルで押さえます。
６．光路切換つまみが観察用位置（押し込んだ位置）になっていることを確認します。（撮影用直筒側に像を送る
場合は光路切換つまみを引き出します。）

　７．標本の観察は低倍率から開始します。例えば５倍や１０倍の対物レンズは視野が広いため標本の観察部位
を探すのが容易です。レボルバを回して対物レンズを選択した後、粗動焦点ハンドルを回してメカニカルス
テージ上の標本の概要が観察できるように焦点調整を行います。次に微動焦点ハンドルを回して像が鮮明に
見えるようにします。他の対物レンズに替えるときは、微動焦点ハンドルを回すだけで焦点合わせができま
す。微動焦点ハンドルを何回転も回さないようにしましょう。微動焦点ハンドルを何度も回す前にあらかじめ
粗動焦点ハンドルで焦点を大まかに合わせておきましょう。
本機は焦点ハンドルの回転の重さを調整できるトルク調整リングを備えています。ご使用時に調整が必要と
感じられた場合に調整してください。
※緩くしすぎたりきつくしすぎたりしないで下さい。緩すぎるとステージが勝手に下降してしまうようにな
りますし、きつすぎると焦点合わせが難しくなり、微動焦点ハンドルの動きにも影響が出てしまいます。
ステージ位置ストッパーを利用するとステージの上下方向の可動範囲（下限）を変更できます。標本と対
物レンズがぶつからないように調整します。

　８．１００×の対物レンズを使用するときは、対物レンズの先端と標本のそれぞれにイマージョンオイルを滴下
し、レボルバを少し左右に数回揺すってオイルの中の気泡を除きます。使用後はオイルを拭き取ってくださ
い。
※オイルを拭き取らないままで他の対物レンズに替えないで下さい。他の対物レンズにオイルが付着して
しまいます。

　９．接眼レンズを覗き、標本の像が視野の中央に来るようにメカニカルステージを調整します。
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１０．三眼鏡筒の調整を下記の手順で行います（図５）
（１）標本をステージに置き、焦点調整を行います。両手で左右の鏡筒を動かして、

観察者の瞳孔間距離にあうように調整します。左右の２つの円形の視野がひ
とつに重なったところが、観察者の瞳孔間距離に合った位置です。調整が難し
い時は、一度遠くを見て目をリラックスさせてから再度行いましょう。両眼視
ができていると、接眼レンズからの光束が両方の瞳に入射します。他の人に
確認してもらうとよいでしょう。

（２）標本をステージに置き、４０倍の対物レンズを光路に入れます。視度補正環
１を回して目盛りを ± 0 に合わせておきます。まず、右側の接眼レンズを右
目で覗き、粗動焦点ハンドルと微動焦点ハンドルを調整して像がはっきり見えるように調整します。次に左
側の接眼レンズを左目で覗き、像がはっきり見えるように視度補正環を調整します。

１１．コンデンサ絞りの調整（図６、７）
コンデンサ絞り調整つまみ（図7-3）を動かすと照明の開口数の調整ができます。接眼レンズを取り外し鏡筒内を
覗きながらコンデンサ絞りを開いていきます。コンデンサ絞りの像（図6-2）の
大きさが対物レンズのひとみの外周（図6-1）と重なったときにコンデンサの
開口数と対物レンズの開口数が同じになります。このとき解像度が一番高く
なりますが、コントラストは少々悪い状態なので、実際には対物レンズの外
周の径の７０－８０％までコンデンサ絞りを絞り込んだほうがよく見えま
す。コンデンサの開口数が調整できたら接眼レンズをきっちりと装着します。
調整後、光量調整ダイヤルで最適な光量にします。

１２．視野絞りの調整（図７、８）
標本の像がはっきり見えるように焦点を合わせます。視野絞り調整
つまみ（図7-1）で視野絞りを最小まで絞り込みます。視野絞りの像
が視野の中心からずれていれば（図8-A) 、２本の視野絞り芯出し
ネジ（図7-2）をまわして、視野絞りの像が視野の中心に合うように
調整します（図8-B）。視野絞りを徐々に開いていき、視野絞りの縁
の像が視野の外周よりひとまわり大きくなるように調整します（図
8-C、D）。

※ここに記したコンデンサ絞りの調整は、照明光の明るさの調整
　とともに、使用する対物レンズを替える度に（２０倍の対物レン
　ズから４０倍の対物レンズに切り替える場合など）行います。

図６
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図９ 図１０

ハロゲン照明モデルではハロゲンランプの芯出しを行います。フィルタ類は全て取り除いておきます。白い
薄紙をステージに置き、１０倍くらいの対物レンズを光路に入れ、接眼レンズを覗きながら粗・微動焦点ハ
ンドルを回して、白い紙に焦点を合わせます。次に対物レンズのひとつをレボルバからはずし、レボルバの
対物レンズの取りついていない穴を光路に入れます。ランプ位置調整つまみ３と４（図９）を操作して、光源
のフィラメントの像が白い紙に映し出されるように調整します。コンデンサ調整レバーを操作してフィラメン
トの像がはっきりと見えるように調整します。調整後、対物レンズをレボルバに再装着します。

LED照明モデルには照明の芯出し機構はありません。最良の顕微鏡像が得られるようにコンデンサ絞りや
照明光の光量の調整などを行って下さい。必要に応じてフィルタ類を使用して下さい。

電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜きます。ランプハウスふたネジ２を緩めてから、ランプ
ハウス側面のふたを外して電球を交換します。交換後、照明用電球の位置調整を行って下さい（１３. 照明
の調整を参照）。

電球の交換（ハロゲン照明モデルのみ）（図９）

１３．照明の調整（照明が不均一の場合の調整）
　　ハロゲン照明モデルの場合

LED照明モデルの場合

１４．電球とヒューズの交換
感電ややけどのおそれがあるため、電球・ヒューズを交換する前には電源プラグをコンセントから抜き、電球が完
全に冷えるまで待って下さい（前述『１．安全に正しくお使いいただくために』をよくお読みください）。

ヒューズの交換（図１０）
電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜きます。電源コード１は電源コード差込口２から
もはずします。ヒューズボックス３は電源コード差込口下部にあります。小さいマイナスドライバーを
ヒューズボックスの上部から挿入して、テコの要領でそれを開けるとヒューズボックスが取り出せます。
ヒューズボックスを取り出してヒューズを交換して下さい（ヒューズはどちら向きでもかまいません）。
交換後ヒューズボックスを再装着して下さい。　　
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４．主な仕様

 １． 対物レンズ：プランアクロマート

  
  ２． 接眼レンズ：ワイドフィールド

  
  ３． 総合倍率：10倍の接眼レンズ使用時の総合倍率は以下の通り

 ４． メカニカル・ステージ　大きさ：200mm×152mm
  ５． メカニカル・ステージ移動距離：縦：15mm、横：15mm
  ６． 粗微動同軸焦点
  ７． 微動焦点最小目盛り：0.002mm
  ８． 瞳孔間距離調整範囲：53mm～75mm
  ９． 重量：8.5Kg
 １０． 寸法：高さ：357mm、 前後長：580mm、ベース：195x237mm 
 １１． ヒューズ：
　　　　　• LED照明モデル：3Aヒューズ
　　　　　• ハロゲン照明モデル：0.5A ヒューズ
　１２． 人工照明装置：
　　　　　• LED照明モデル：高輝度白色LED ( 5,000~5,500K )、入力：AC100~240V  50/60Hz、出力：5W、
　　　　　  ケーラー照明
　　　　　• ハロゲン照明モデル： 入力：AC100V 50 / 60Hz、 出力：6V20W、ケーラー照明

光学系 倍率 開口数 作動距離(mm)
乾燥系 5× 0.12　　　　　  18.3
乾燥系 10× 0.25 8.90
乾燥系 20× 0.40 8.70
乾燥系 50× 0.70 2.02

対物レンズ倍率 5× 10× 20× 50×
総合倍率 50× 100× 200× 500×

倍率 焦点距離(mm) 視野数(mm)
10× 25 18

図１１
1

2１５. 偏光観察（図１１）
　  １．アナライザ１を光路に入れます。
　  ２．ポラライザ２をフィルタ挿入口に挿入します。
      ３．顕微鏡を覗きながらポラライザを回転させ、
　　　視野内が最も暗くなるようにします。この位置
　　　がクロス・ニコル（直交ニコル）の状態で、ポラ
　　　ライザとアナライザの振動方向が直交した位
　　　置です。
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５．パッキングリスト

６．検査証明書

  

その他
◆本書の内容の一部または全部を無断転載することを固くお断りします。
◆本書の内容については、将来予告無しに変更することがあります。
◆本書の内容については万全を期して作製いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記入漏れなど、お気づきの点
がありましたらご連絡ください。

名称    数量
顕微鏡本体  １
三眼鏡筒  １
ランプハウス  １
プランアクロマート対物レンズ ５× １
 １０× １
 ２０ｘ １
  ５０× １
接眼レンズ  ２
フィルター（青・緑・黄）  3
ポラライザ  1
円形ステージ  1
クレンメル  １
ビニール製ダストカバー  １
イマージョンオイル  １
電源コード  １
ハロゲン球（スペア、6V20W）※1   １
0.5Aヒューズ（スペア）※1  １
3Aヒューズ（スペア）※2    １
JISアダプタ  １
Cマウントアダプタ（１X）  １  
取扱説明書  １
検査証明書（取扱説明書内）  １
パッキングリスト（取扱説明書内）  １
保証書（取扱説明書内）  １

　　　※1：ハロゲン照明モデルのみ　　　　※2：LED照明モデルのみ

検査官 梱包者 日付
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株式会社レイマー 

 
 〒541-0052 大阪市中央区安土町1-8-15 野村不動産大阪ビル6F 

TEL：06-6155-8230 FAX：06-6155-8450 
E-mail：arch@wraymer.com 

 Online Shop：http://www.wraymer.com 


